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 （2）修正の理由 

 衣料事業の小売部門において婦人服の売上高が計画比で増加したことなどから、売上高は前回予想を上回る

見込みです。 

 売上高の増加や売上利益率の改善などにより営業利益は前回予想比で損失が減少し、上記営業外収益の計上

などにより、経常利益は前回予想比で損失が減少する見込みです。 

 平成 29 年３月 31 日にお知らせいたしましたとおり、平成 29 年３月期第４四半期連結会計期間に発生を見

込んでいた固定資産の譲渡が平成 30 年３月期の計上となったことや、上記の特別損失の計上および繰延税金

資産の取崩しを行うことなどにより、親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想比で損失が増加する見込み

です。 

 

 

（注）本資料に記載されている将来の見通しに関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したもので 

  あります。実際の業績等は、様々な要因により本資料の記述とは異なる結果となる可能性があります。 
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